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研究成果の概要（和文）：この研究は、特定の役割を与えられていない初対面の 3 人が、物体

を組み立てる作業の中で、どのように役割を分担して作業を進めていくのかを明らかにするこ

とを目的とする。作業に参加した人がどこで・何を話し・何を見ていたかといった行動を分析

した結果と、作業に参加していない第三者が中心となって作業を進めるリーダーを判定した結

果から、話した内容と作業を確認する行動がリーダーを推定する手がかりになることがわかっ

た。 

研究成果の概要（英文）：We report an analysis of the emergent division of labor among three 

people from a temporal viewpoint, using the task of assembling a large structure as our 

setting. We examine the correlation between behavioral data gathered in the course of the 

task and a third-party evaluation of the leading role in terms of temporal alterations. The 

results suggest that task-oriented utterances and verification behaviors regarding progress 

status may contribute to the estimation of the emerging and reorganized leader. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) これまでの対人コミュニケーションにお

けるリーダーシップ研究では、リーダー役は

あらかじめ決められていることが多く、その

振舞いがコミュニケーション過程全体に及ぼ

す影響や課題達成率を調査することに主眼が

置かれていた。 

(2) 一方で、対人コミュニケーションの過程

では、コミュニケーションを先導していくリ

ーダーや追従・同調していくフォロワー等の

役割が自発的に発現することや、その役割が

時系列的に変化することがあるが、そのよう

な事象はあまり考慮されてこなかった。 
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２．研究の目的 

(1) 共同作業の過程において自発的に発現す

る役割やその時系列的な変遷と、作業参加者

が表出する言語・非言語行動との関係を明ら

かにする。 

(2) 共同作業の枠組で、作業参加者の言語・

非言語行動を外部観測機器により客観的に測

定し、参加者間の役割関係の構造を明らかに

する。 

３．研究の方法 

(1)データ収録: 

① 実験課題: 初対面でかつ特定の役割を付

与されていない3名による直接対面での共同

作業として構造物組立課題を選定(図1上)。実

験スペースの床面に置いてある12種類の組立

部品を用いて完成図(図1右上)どおりに20分

以内に組み立てる。共同作業参加者3名x2グル

ープ分のデータを収録した。 

② 実験環境: 作業参加者の言語・非言語行

動を外部観測する機器として、3 次元位置計

測装置・視線計測装置・発話記録装置の 3 種

類(図 1下)を用いて、対物・対人距離、相互

注視・共同注視、発話内容・発話時間等に関

するデータを取得した。 

③ 第三者評定: 共同作業に参加していない

22 名の第三者の視点から、共同作業のビデオ

映像視聴によってリーダーの役割の評定を

行なってもらい、質問紙に記入してもらった。

ビデオ映像は序盤・中盤・終盤と時間軸に沿

って 3等分したものを用意した。 

 

(2)データ分析: 

① 言語・非言語行動のコーディング: 

a) 発話: 200(msec)以上の無声区間に挟ま

れた有声区間。ただし、咳払い・鼻息・

笑い声は含まない。 

b) 視線: 作業参加者の視野画像内に表示

されているアイマークキャラクターの

位置から、視線を向けた対象を判断。 

c) 対人距離: 作業参加者の腰部後方のマ

ーカー間より算出。 

d) 対物距離: 作業参加者の腰部後方のマ

ーカーと物体に貼付されたマーカー間

の距離より算出。 

 

② 第三者評定結果の集計: 

質問紙に記入された結果を表計算ソフト上

で集計し、図の作成を行なった。また、その

結果を用いて統計的検定を行なった。 

 
４．研究成果 
(1) 言語・非言語行動の分析結果 
① 定性的分析: 
共同作業の過程で生じる作業の誤り(エラ
ー)に着目し、エラーの指摘から修正行動開
始に至るエラー修正区間(図 2)において、(a)
組立誤り指摘に関する発話行動、(b)組立誤
り指摘に関する発話行動と、それに対する他
の参加者からの発話・視線行動の定性的分析
を行なった。その結果、(i)他の参加者より
早く組立誤りに気づき、かつそれを発話によ
り指摘すること、(ii)誤りを指摘した発話に

対して、他の参加者から発話・視線の双方に
より承認を得ることがリーダーの発現に寄
与している可能性が示唆された(図 3)。 
 

② 定量的分析: 

共同作業の過程を、序盤・中盤・終盤と時間

軸に沿って 3 等分した場合、(a)他の参加者

に向けた組立作業に関する発話量が多く(図

4)、(b)手の届く距離から完成図を視認する

時間が長い(図 5)作業参加者が、時系列的に

変遷していることがわかった。これより、リ

ーダー候補者が共同作業の過程で動的に変

化している可能性が示唆された。 

 
(2) 第三者評定の結果: 
共同作業に参加していない第三者に、序盤・
中盤・終盤と時間軸に沿って 3等分した各作
業過程におけるリーダーの役割を担う人物 

図 1: 構造物組立課題(上),実験環境及び

センサを装着した作業参加者(下) 

図 2: エラー修正区間の例 



  

 
 

図 4: 発話内容ごとの平均発話長(1: 組

立手順発話, 2: 応答発話, 3: 情報確認発

話, 4: 独話): グループ C1 (作業参加者

P1・P2・P3)(上), グループ C2 (作業参加

者 P4・P5・P6) (下) 

図 5: 完成図視認の平均時間長 (Far: 

遠方, Near: 近方): グループ C1 (作業

参加者 P1・P2・P3)(上), グループ C2 (作

業参加者 P4・P5・P6) (下) 

図 6: リーダーの役割に関する第三者評

定の結果: グループ C1 (作業参加者 P1・

P2・P3)(上), グループ C2 (作業参加者

P4・P5・P6) (下) 

図 3: エラー指摘者がリーダーとして承認

されない場合(上)・される場合(下)の作業

参加者同士の言語・非言語行動例 



を評定してもらった。その結果、リーダー役
が時系列的に変遷していることが確認され
た(図 6)。 
 
(3) 言語・非言語行動の分析結果と第三者評
定との相関: 
第三者評定の結果と、これまで分析してきた
作業参加者の言語・非言語行動との相関を調
べた。その結果、(a)作業の進行に関わる発
話の頻度・時間、(b)全体の発話時間、(c)近
方からの完成図の視認時間が、リーダーの役
割を担う人物を推定する特徴量として有用
であるという可能性が示唆された (表 1)。 
 
これまでの多人数インタラクションに関す
る研究では、共同作業を前提としているもの
の、グループを先導・追従する等の役割が固
定的である状況を対象としたものが多かっ
た。一方、会話型の多人数インタラクション
の研究では、役割が固定的である場合、動的 

 

である場合の双方が扱われている。したがっ
て、共同作業型の多人数インタラクションの
枠組で、動的な役割関係の解明を目指したと
ころに本研究の意義がある(図 7)。 
 
本研究では、共同作業過程で発現するリーダ
ーの役割を担う参加者を抽出し、かつセンサ
情報から役割を自動推定することを目指す。
その成果は、学校等の教育場面におけるグル
ープワークの促進・社員研修を支援するシス
テムの構築・効率的に課題を達成するための
チーム作りの指針策定等の人の社会的活動
に応用できる。さらに、人と共同で作業を推
進するロボットが表出すべき非言語情報の
メカニズムの構築等、さまざまな分野への波
及効果は大きいと考えられる。 
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表 1: リーダーの役割に関する第

三者評定結果と言語・非言語情報と

の相関係数 

図 7: 本研究の位置づけ 
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